































































































































CEFRの B2，B1と判定されたのが各 1名，A2が 3名，A1が 1名，残りはA1-A2レベル


















　本プロジェクトは，2018 年の 10 月から 12 月の約 10 週間にわたって実施された。この
（8） 吉島・大橋他訳・編（2004）を参照して作成した。





































1 自己紹介（グループ動画） 　第 1〜第 2週
2 自分の国の興味深いこと（グループ動画） 　第 3〜第 5週
3 相手の国の興味深いこと（グループ動画） 　第 6〜第 9週
4 パートナーから学んだこと：国・文化・言語（個人動画） 　第 10 週〜
―62―


























に取り入れた。2018 年度は，日本側 3〜 5名，アメリカ側 1〜 2名からなる小人数グルー
プを 4つ作り（図 2）（12），その小グループ内でのやりとりを必須とした。1つのグループ（日















図 2　日米混合 4 グループ（2018 年度）
―64―






















































































図 3　Facebook Group の “Group Topics” 一覧表示：（左）PC 画面；（右）スマホ画面
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5 4 3 2 1 N M （SD）
Q1 2（18.2%） 6（54.6%） 3（27.3%） 0 0 11 3.9（0.7）















































レッドでは，投稿 1件あたりの英文は 20 〜 30 語ほどだが，図 4右では，最初の投稿が約



















































































5 4 3 2 1 N M（SD）
Q3 7（53.9%） 6（46.1%） 0 0 0 13 4.54（0.52）
















































　e．ThroughconversationswithAmerican friends，I learneda lotaboutAmerican
culturethatIdidn’tknow.ItwasveryinterestingtoseethatIusedtothinkthat
Americanslovetoeatburgers，butinfact，theyalsolikeMexicanfood，French
food，Asian food，etc.Thismademerealize the importanceofunderstanding
differentcultures.［…］AsImentionedearlieraboutAmericanseatingburgers，
throughthisprogram，IbrokethestereotypeIhadaboutAmericanfood.Ialso












































































































































































good!It’s soawesome!!!And It’s soamazing thatyoualsoare thepresidentof
TaikoClub!AndIhopeicanwatchyourTaikoperformance! ［日本語］
　　HiJake!Looks likeyouhavea lotof interestinghobbies!By thewayI like to
watchAmericanTVshowswhenIhavefreetime!Yousaidyouwanttofinda
English teacher’s job at Japan. It’s so nice!!!And don’tworry about your
図 5　グループ 4（米）の自己紹介動画
―76―











































































表 8　ユニット 1 のグループ別の返信（コメント）数（N＝26）
グループ 1 グループ 2 グループ 3 グループ 4 合計
日本の動画への反応 14 25 13 22 76
アメリカの動画への反応 20 17 16 35 88
合計（平均投稿数 /人） 34（5.7） 42（7.0） 29（4.8） 57（7.1） 164（6.3）
―78―




ぎれになっため（2.1），ユニット 1からユニット 3に限って，動画 1件あたりの閲覧数・
返信数をまとめてておく（図 6）。ユニット 1では動画 1件あたり 20.4 件の返信があったが，





参加者 22 名と教員 2名で最大閲覧人数は 24 名であることから，ほぼ全員が（動画を見た
かどうかは別にして）他のグループの投稿も含めて全ての投稿を閲覧したことなる。以下
に，ユニット 1からユニット 4まで，期間全体にわたる動画投稿数・閲覧数・返信数を実
数でまとめた（表 9）。ユニット 4は個人動画としため投稿件数は増えているが，投稿 1
件あたりの閲覧数は減っていない。動画を実際に最後まで見たのか，見たとしたら反応し
図 6　動画 1 件あたりの閲覧数・返信数の推移
表 9　全期間での動画投稿数・閲覧数・返信数
ユニット 動画投稿数 閲覧数 閲覧者数 /動画 返信数 返信数 /動画
1 　　8 　　164 　　20.5 　　163 　　20.4
2 　　 7 　　151 　　21.6 　　 39 　　 5.6
3 　　11 　　243 　　22.1 　　 50 　　 4.5
4 　　19 　　403 　　21.8 　　 11 　　 0.6





































（16）Facebook では最大 4GB，2 時間までの動画が投稿可能とされており，5分程度の動画であれば問題は何もな
いと考えていた。しかし，スマートフォンでは 100MB，PC では 1024MBを超えるとアップロードに問題が






















































　本研究は JSPS 科研費19K00831 の助成を受けたものです。交流実践ではバーモント大
学のKazukoSuzukiCarlson 氏に多大なご協力を頂きました。ここに記して感謝します。
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